
【おもちゃ図書館って？】 
なかよしぱぁくの大きな特徴の一つに「おもちゃ図書館」の機能があげられます。 

おもちゃ図書館とはどういうものでしょう。 

日本最初のトイライブラリーは、1975年大阪で、西ドイツで研修を積んだ辻井正氏によって、スウェーデンの「レコテク」

をモデルに開設されました。おもちゃによる治療療育を目的としていました。 

ボランティアが運営するおもちゃ図書館第一号は、国際障害者年の1981年、デパートでおもちゃのコンサルタントをして

いた小林るつ子氏と主婦ボランティアによって、東京都三鷹市に誕生しました。 

当時は、障害のある子どもは訓練や療育が中心で、気軽に遊べる場がほとんどありませんでした。 

障害のある子どもとその兄弟姉妹が安心して遊べる場、保護者が気兼ねなくほっとできる場を求める機運があり「障害

のある子どもたちにおもちゃの素晴らしさと遊びの楽しさを」との願いと共に、おもちゃ図書館は全国各地に広がりまし

た。現在は、障害があってもなくても、共に遊び、交流し、育ち合う「居場所」として、一人ひとりの違いを認め合い、共に

生きる「地域づくり」を目指しています。（おもちゃ図書館全国連絡会ＨＰより） 

私とおもちゃ図書館との出会いは長男が三歳のときから通っていた療育センターでした。息子が「自閉症」と診断を受

け、毎週通っていた療育センターの中に「おもちゃ図書館」がありました。当時の息子は「子どもの遊び場」で遊ぶとトラ

ブルが多く、人がいるところは避けて過ごす日々でした。 

そんなときにセンターの一角にあったおもちゃが置いてあるスペースに息子が吸い寄せられていき、追いかけていくと 

そこがおもちゃ図書館でした。手あたり次第おもちゃを出し、せわしなく動く息子に、いつものように「迷惑をかけないよう

に」細心の注意を払っていた私に「いいよ、お母さん。大丈夫よ」とボランティアの方が声をかけてくださいました。 

言われるがまま床に座って息子を見ているといつもはなんとなく落ち着かない息子が狭いスペースから出ていくことなく

笑顔でおもちゃを出し遊び始めました。そして療育センターに行くたびに、あのスペースへ息子はむかっていきました。 

今まで「子どもの遊び場」は私たち親子にとって完全なるアウェーな空間でしたが、そこは息子と私が安心できる 

「ホーム」となりました。そのとき抱いた思いを、多くの親子さんに味わってほしいと思い、おもちゃ図書館の歴史を大切
に私たちは活動しています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長　住田　貴子
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おもちゃ図書館なかよしぱぁく通信 
開館時間 ：１０時-１６時（館内利用は１０時-１２時半／１３時-１５時半となります。 

おもちゃの貸出については通常通り１０時-１６時です。） 

休館日 ：土・日曜日、祝日（※2月の土曜日の開館は 2/10となります。） 

※施設内にはおもちゃ図書館があります。開館時間中は利用出来ます♪

ぱぁくの 
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水曜日以外は、午前午後 

それぞれ５組の予約制とさせていた

だいております。今後朝霞市外の方

のご利用は、５組中２組までとさせ

ていただきます_(._.)_ 

赤ちゃんの計測はいつでも 

オッケー！ お散歩ついでに

お立ち寄りください。

http://nakayoshinet.jimdo.co/


＊1 リトミック 
なかよしぱぁくでは開設当初から外部講師をお招きしての少人数でのリトミックを行っています。 

来年度の対象は、2021.4月～2022.3月生まれの市内在住のお子さんです。 

なかよしぱぁくのリトミックは「大きな集団が苦手」「発達がゆっくり」「言葉がなかなか出ない」などのお子さんに対する 

お悩みを日々のご利用の中で職員と相談の上、参加が決まります。 

いずれ来る（ママ、パパがいない）集団場面で、お子さんたちがどんな体験をするかを知り、親としての心構えや具体的な 

関わりの手がかりをつかむきっかけ作りになれば、というのもぱあくのリトミックのねらいの一つです。 

下にお子さんがいらっしゃる方は、いつもの遊び場で職員が預かります。 

対象のお子さんとじっくり親子の関わりができるのもぱぁくのリトミックの特徴です。 

来年度のリトミックについてご相談や質問がある方はお気軽にスタッフにお声がけください。 

☆親子さんが安心安全に遊べるようご利用は予約制にさせていただいています。午前１０：００～１２：３０
／午後１３：００～１５：３０午前・午後各５組です。１２：３０～１３：００は一度閉館させていただき、お
もちゃ等消毒・清掃を行います。より多くのご家庭にご利用いただくために、一週間に一家族一枠の予約とさせて
いただきます。予約の開始は前週の水曜日（休館日の場合、木曜日）からとさせていただきます。ご予約の際に
はカード番号をお知らせ下さると助かります。新規の方の利用も出来ます。その場合電話口で連絡先をお聞きしま
すのでご了承下さい。また来館時に利用カード作成のための書類に記入をお願いいたします。

☆来館できない方のメール・お電話での相談も受け付けています。お気軽にご相談ください。
☆予約が取れないとき、利用登録されている方はおもちゃの貸し出しのみの利用もできます。その場合は玄関先に

て貸出用おもちゃの中からのみお選びいただけます。利用登録をされていない方は、一度なかよしぱぁくをご利
用されてから貸し出しが可能となります（貸し出しにあたっての説明をさせていただきます。）ので、まずはご
利用の予約をお願いします。また朝霞市外の方への貸し出しは、利用予約をしてお子さんを施設内であそばせる
場合のみとなります。返却は開館時間内なら予約に関係なく受け付けます。

☆従来通り館内での飲食は、時間を問わず可能ですが、お食事の前後には消毒を行いますので、職員への声かけを
お願いします。お食事のもの、飲み物はご持参してから入室して下さい。（途中のお買い物の出入りもご遠慮く
ださい）。なお、なかよしかふぇのランチの配達は午前は１１：３０、午後は来館された時間に合わせて配達い
たします。メニューに関しては必要であれば予約時にご確認下さい。

＊2 発達相談 
公認心理師による発達相談を行います。お
子さんのことで相談されたい方はまず職
員にご相談下さい。 
リトミック・発達相談は多目的室で行いま
すので、参加しない方も館内利用の予約は
出来ます。（リトミック・発達相談の日
の館内予約枠は通常より少なくなりま
す。ご了承ください。） 

＊3 ベビータイム 
１歳までのお子さんのいる親子さん限 定
の利用時間とします。赤ちゃん親子の出会
いの場になるような時間としています。 
ベビータイムの時間は人数制限をしていま
せんが、来館の際には事前にお電話をお願
いします。 

＊4 公園であそぼう 

北割公園にぱぁくの職員が行きますので、一緒に公園あそびを楽しみましょう！ 

① 現地集合・現地解散で予約はいりません。

その場で受付をして、お名前等の記入をお願いします。公園であそんだ後にぱぁくに戻っての食事等の利用はで

きません。公園あそびの参加は１０時から１２時の間であれば自由です。１２時前に帰られる際には職員にひと

声かけてくださいね。

②公園に行かない親子さんは館内利用ができますので、他の日と同様事前予約をお願いします。

＊5【水曜日は１日フリー利用枠です！】 

コロナ禍になりはじまった【予約制での午前５組、午後５組、

一週間に１回の利用制限】

水曜日は午前も午後も【予約不要！週二回利用オッケーのフリ

ー利用枠】とさせていただいています。

つまり、週のどこか別の曜日に予約をしていても、水曜の午前

も午後も利用オッケー！事前の予約もいらず定員もありませ

ん。普段予約が取れず玄関先でおもちゃを借りている方も、館

内利用をすることで館内のおもちゃから借りることができま

す。初めてのご利用の方は、従来通り初めに利用登録の手続き

をしていただきます。

（お子さんを遊ばせながらで大丈夫です）

※大変申し訳ありませんが、この日の利用は朝霞市在住の方の

みとさせていただきます。

※水曜日が振替休館日の場合はありません。皆さまのお越しを

お待ちしています♪
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